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校長 岡部尚紀 

こもれび通信 

２月２０日(金)本校校長室にて学校評議員会を開催いたしました。学校評議員は、地域から、大野台第２自

治会長様、前ＰＴＡ会長様、現ＰＴＡ会長様、大野台小学校長様を委員としてお招きし、学校からは、校長、

副校長、教務主任、生徒指導担当が出席し、合計８名で構成されています。 

当日は、生徒や保護者からの学校評価アンケートをもとに、今年度を振り返り、次年度に向けてご意見を頂

戴いたしました。生徒アンケートにおいては「９０％以上の生徒が『学校が楽しい』『生徒が大切にされてい

る』と回答しているのが良い」とお褒めの言葉をいただきました。 

また、保護者アンケートにおいては「先生が親身になって相談に乗ってくれる」等の職員の対応をお認めい

ただく半面、「部活動の在り方」「不登校生徒対応の充実」について対応策を検討すべきであるとご指摘いただ

きました。 

次年度に向けては「①登校支援教室の設立に向けて」「②留守番電話の設定について」「③部活動の活動時間

について」「④学校祭開催日について」等が話題になりました。 

「①登校支援教室の設立に向けて」については、不登校傾向の生徒が登校できる機会を増やすために、登校

支援教室を設立し、生活のリズムを整えるなどの個別支援対応しようとするものです。今年度までの取組に加

えて、令和８年度には、学年職員や支援教育支援員等が火水木曜日の６校時「こもれびタイム(仮称)」にて、

ニーズに応じた対応をします。委員のみなさまからは、詳細を煮詰めるようにとご意見をいただきました。 

「②留守番電話の設定」については、教育委員会の働き方改革推進室が地域情報誌でお知らせしたとおり、

教職員の勤務時間に応じて留守番電話を設定させていただくというものです。本校においては朝８時～１９

時頃まで通話可能でしたが、令和８年度からは市の方針に合わせて朝８時～１７時（本校は１８時頃）まで通

話可能時間とし、それ以外は留守番電話を設定させていただくことといたしました。緊急対応を要する場合に

は、市役所守衛室(042-754-1111)へご連絡いただくと、管理職(校長、副校長)から折り返し電話いたします。

なお、学校から学級担任等が時間外に電話させていただくことがあります。 

「③部活動の活動時間」については、保護者からの学校評価アンケートにおいて「休日は部活ばかりでなく

家庭の時間を持ちたい」「休日の部活動時間が長い」等、部活動時間を調整してほしいという要望があった反

面、「もっと活動してほしい」というご意見がありました。今後は文部科学省や市教育委員会の方針にのっと

り本校の部活動の在り方についての検討を進めていくことについて、評議員の皆様にご賛同いただきました。 

「④学校祭開催日」については、文化部門と同様に体育部門も平日開催できないかと話題になりました。昨

今では地域クラブ活動や習い事、塾、家庭のご予定等が休日に予定されていて、やむを得ず休日開催する学校

祭に参加できない等のご意見があるため、今後は学校教育課程内に実施が可能か検討することについて、ご了

承いただきました。 

なお、次年度は「学校評議員会」を「学校運営協議会」とし、コミュニティスクール化することについて、

ご了承いただきました。コミュニティスクールとは、学校と地域の方々等が力を合わせて学校運営に取り組む

ことが可能となる「地域とともにある学校」のことです。ここでは、学校運営方針や学校の諸課題等について

協議し、目標やビジョンを共有します。取組を通して、地域の方々や保護者、教育関係者等が学校運営に参画

することで、地域と協働した教育活動をさらに充実させていくことをねらいとしています。 

今、子どもたちを取り巻く環境は、地域の方々とのつながりや支え合いの希薄化によるさまざまな問題を抱

えています。また、学校を取り巻く環境も複雑化・多様化しています。こうした課題を解決し、未来を担う子

どもたちの成長を支えるためには、地域の皆様、保護者の皆様と連携・協働して、教育目標の実現を図ってい

くことが重要であると考えています。 

今後も、学校評議員会様（新：学校運営協議員様）をはじめとし、地域の皆様、 

保護者の皆様からご指摘を頂戴しながら、学校経営に反映してまいりますので、 

ご理解ご協力よろしくお願いいたします。 


